
1.為替動向

【為替レート（USD/RMB）の動き】 　　（単位：元）

為替レート
12月27日 金 6.9992
12月30日 月 6.9878
12月31日 火 6.9662

1月1日 水 -
1月2日 木 6.9631
1月3日 金 6.9716
1月6日 月 6.9745
1月7日 火 6.9376
1月8日 水 6.9420
1月9日 木 6.9311

1月10日 金 6.9290

出所：CFETS（Close Rate）

2.金利動向

【SHIBOR（上海銀行間取引金利）3か月ものの動き】 　　（単位：%）

金利（%）
12月27日 金 3.0255
12月30日 月 3.0210
12月31日 火 3.0200

1月1日 水 -
1月2日 木 2.9940
1月3日 金 2.9600
1月6日 月 2.9200
1月7日 火 2.8990
1月8日 水 2.8810
1月9日 木 2.8670

1月10日 金 2.8640

出所：中国外汇交易中心暨全国银行间同业拆借中心

-Disclaimer-
　　本レポートは情報提供のみを目的として作成したものであり、何らかの行動を勧誘するものではありません。
　　ご利用に関しては、すべてお客さまご自身でご判断下さいますよう、よろしくお願い申しあげます。
　　本レポートは信頼できると思われる情報に基づいて作成していますが、当行はその正確性を保証するものではありません。
　　本レポートのご利用によりお客さまがいかなる損失、損害を受けられても当行は一切の責任を負いません。
　　本レポートはお客さま限りでご利用くださいますようお願い申しあげます。

・1月6日週のUSD/RMB為替レートは前週から横ばいでスタートした。米軍がイランの司令官を殺害したと
　の報道を受け、リスクオフのドル高元安がすすんだものとみられたが、動きは限定的であった。翌7日に
　は米イラン間の緊張状態が緩和したことにともない、元高が進んだ。
・8日朝、イランが米軍基地にミサイルを発射したとの報道により再びドル高元安となったが、双方とも
　事態の激化をさける声明を発表し、リスクオフ局面のドル高とはならず、緩やかな元高トレンドが続いて
　いる。

・1月6日週のSHIBOR3か月ものは、前週から低下してスタートした。
・6日には市中の銀行に対する0.5%の預金準備率の引き下げが実施され、市場に約8,000億元の資金が
　供給されたことから、資金需給は緩和され、SHIBORは全期間において低下した。
・今後は、17日週の納税期間到来や春節前の資金需要の高まりなどの要因があるものの、潤沢な流動
　性を背景に、SHIBORは落ち着いた動きとなることが予想される。
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3.ビジネストピックス

（1）　経済／12月CPIプラス4.5％、PPIマイナス0.5％
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　中国国家統計局の1月9日付発表によると、2019年12月の消費者物価指数（CPI）は前月に
続き前年同月比4.5％上昇した。上昇率は、2012年1月以来、約8年ぶりの高い水準であった。
また、2019年通年のCPI上昇率は前年比2.9％となり、ほぼ政府目標どおりで着地した。

　一方、2019年12月の工業出荷価格指数（PPI)は、前年同月比マイナス0.5％と6か月連続の
マイナスとなり、通年ではマイナス0.3％であった。なお、多くの日系企業が関わる自動車製造
業は前年同月比マイナス0.8％と依然景況感は芳しくない状況が続いている。

　自動車業界団体が発表したディーラー在庫警戒指数は24か月連続で警戒水準の50％を超
えた。新車販売不振の長期化が自動車製造業に及ぼす影響が心配されるものの、中国にお
ける運転免許の保有者3億9700万人に対して、自家用車保有台数は2億700万台となってお
り、市場拡大の余地は依然大きいとの見方もある。


